
 

 

 

 

 

 

子どもの成長 ～「子育て四訓」から～ 

校長 岡田 亮二 

みなさんは、「子育て四訓」というものをご存じでしょうか。その方面では、かなり有名な言葉（らし

いの）ですが、私は十年ほど前に初めて知りました。 

これは、山口県で中学校長や市教委の委員長などを歴任し

た緒方甫さんという方が、長年の教育経験を基にまとめた、

子育てに必要な４カ条だそうです。みなさんは、どのように

感じられるでしょうか。私には息子が二人いますが、二人と

も社会人になりましたので、リアルタイムに教訓にすると

いう感じではありません。（でも、なかなかいい線いってい

たんじゃないかなと自画自賛しています。） 

小学生は、四訓で言えば２から３という感じでしょうか。まだまだ家族と一緒に行動できる（してく

れる？）時期ですが、少しずつ家族だけでなく、友人や地域など、様々な人とのかかわりの中で社会性

が育つ時期です。親の目の届く範囲では、しっかりと手を離し、活動範囲を広げてあげることも大切で

す。しかし一方で、高学年から中学生の時期は、成長とともに心が不安定になったり、大人に対して反

抗的な態度をとったりすることもあります。もしかすると、親や周りの大人に「こちらを向いてほしい」

というメッセージを送っているのかもしれません。これは子どもの成長の過程であり、親としてはしっ

かりと子どもに向き合い、共に成長することを心がけたい時期だと思います。 

 もちろんこの「四訓」の言葉だけで言い尽くされ、うまくいくものではありません。親の手や目から

子どもが離れて行くことは寂しさも感じるものですが、これが成長というものかもしれません。何かし

ら子育てのヒントになれば幸いです。 

ちなみに、子育て四訓には続きがあるそうで

す。これは、子育てをする親の教訓と言うより

は、子どもに向けてのものになっています。内容

は右の通りです。親子関係の距離感というのは、

このようなものなのかなと感じています。（で

も、高校生はちょっと帰るの遅すぎない？と突

っ込みをいれたくなるような・・・。） 

 

５月２３日は、快晴に恵まれ、素晴らしい運動会を開催することができました。上級生が下級生を支

え、下級生がそれに応える。全校児童が一丸となって取り組んだこの経験は、子どもたちを大きく成長

させてくれました。保護者の皆様の温かい声援は、子どもたちにとって何よりの励みとなりました。当

日の参観とこれまでのサポートに、深く感謝申し上げます。 

令和８年５月２９日 
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「子育て四訓」 

 １ 乳児はしっかり肌を離すな 

 ２ 幼児は肌を離せ、手を離すな 

 ３ 少年は手を離せ、目を離すな 

 ４ 青年は目を離せ、心を離すな 

小学生は暗くなる前に帰りなさい。 

中学生は暗くなったら帰りなさい。 

高校生は日付が変わる前に帰りなさい。 

大学生は盆と正月くらいは帰りなさい。 

大学院生は帰れる家があることに感謝しなさい。 

社会人になったら、子どもが安心して帰ってこれるような家を、 

今度は自分がつくれるようにしなさい。 



１９日（火）にＰＴＡ役員会を開催しま
した。全体会のあとに各部に分かれ、部長
と副部長の選出や今年度の活動計画につい
て話し合いをしました。 

お忙しい中、ご参加いただきありがとう
ございました。詳細については、後日ＰＴ
Ａ三役だよりでお知らせします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【学年文化部】 
１年 永沼 さや・吉田 有沙 
２年 澁谷 信子 
３年 佐々木なな・三國  瞳 
４年 山田 淑恵 
５年 菅原 智恵 
６年 塩原弥生・竹内瑞穂・北條麻利江 

【広報部】 
１年 泉  美香 
２年 手代森 悠 
３年 横塚 麻未 
４年 相馬 理恵 
５年 若林 泰子・和田みづき 
６年 山崎 智代 

＜敬称略＞ 
今年１年、よろしくお願いいたします。 

８日（金）に火災を想定した避難訓練を全
校で実施しました。 

避難訓練後に校長先生から「おはしもな」
というお話をしました。 
「お」～おさない 
「は」～はしらない 
「し」～しゃべらない 
「も」～もどらない 
「な」～なかない 

火災の際、火や煙により命を失うことがあ
りますが、パニックを起こすことで冷静に落
ち着いた行動ができず、命を失うことになる
ことが多いことが確認されました。「泣かな
い」で、冷静に避難することが自分の命を守
る上で必要な約束となることを子どもたちと
確認しました。 

今後も万が一に備え、自ら行動できる青雲
児を育てていきます。 
 

【令和８年度 重点教育目標】 自分を見つめて未来を描き やさしさでつながる青雲児 

 

【運動会テーマ】   やりぬく青雲児     

  ～協力して最後まではりきっていこう!!～   

２３日（土）は、青雲児全員が上記のテーマ
をそれぞれの種目で達成した１日となりまし
た！４年生以上の青雲児は、さらに係活動でも
このテーマを具現化していました。 

晴天の中で、今年度の重点教育目標である
『自分を見つめて未来を描き やさしさでつ
ながる青雲児』に近づく学校行事が無事に開催
できたことを教職員一同心からうれしく思い
ます。 

以下に、各学年のハイライトを紹介します。 

日 曜 ６ 月 行 事 予 定     

１ 月 交通安全街頭指導 

２ 火 遠足（１～４年） お弁当持参の日 

３ 水 歯科健診（１～６年） 委員会活動③ 

８ 月 特支保護者懇談（～1９日） 

９ 火 さわやか集会② プール開き 

10 水 自転車教室 クラブ活動③ 

11 木 租税教室（６年） 修学旅行説明会 

12 金 遠足予備日    お弁当持参の日 

15 月 諸費振替日 

16 火 5 年宿泊研修結団式 

17
～ 
18 

水 
・
木 

宿泊研修（5 年） 
（大雪青少年交流の家） 

19 金 宿泊研修回復日（5 年生） 

23 火 CＡＰ保護者・教職員ワークショップ 

24 水 クラブ活動④  

26 金 西地区美化運動（はつらつ日課） 

30 火 さわやか集会③ 

＊行事予定は変更となる場合がありますので、
学級通信等でご確認ください。 

 

中学年リレー 

高学年リレー 

青雲ハリケーン 

 

 


